
 

○課題改善カリキュラム（図工・美術） 

課題改善カリキュラムフォーマット  

 身に付けさせたい資質・能力  指導の工夫  課題に迫る具体的な手立て  重視すべき単元名等  

中学校  ・ものを深く見つめ、美しいものに感動

をする心  
・基本的な知識・技能の習得  
・豊かな発想力と表現力  
・学んだものを生活にいかしていく力  
 
 
 

批評会（鑑賞）に時間を十分にと

って、自分や友人の作品を遠距離

から客観的に見る力を養う。  
 
ポイントを個別指導で直してあげ

ることによって良い作品になった

という満足感を与える。 
 

批評会で形、構図、構成色彩、発

想等いろいろな角度から具体的に

それぞれの部位を指し示し批評を

おこなう。  
机間巡視による指導で描いたり作

ったりした直後に劇的に良く変わ

る様子を体験させ、制作意欲と教

師への信頼感を高める。 

・絵画 自画像  
（鉛筆淡彩）  

 

小学校５・６年生  ・創造的に表現したり鑑賞したり

する態度を育てる。  
・主題の表し方を工夫し造形的な

能力を高めるようにする。  
・造形活動の経験をいかして、活

動や表し方、表現方法を工夫する

力。  
・活動を通して自分のものの見方

感じ方を深め、自分なりに対象や

事象を味わおうとする態度。  
 

・形や色、材料の特徴や構成の美

しさなどを感じ取らせ、用途など

を考えながら、自らの表現を具現

化できる力を養う。  
・用具や素材の形状・種類だけで

なく、素材のしなやかさ・豊かさ

に子どもが触れられるようにす

る。  
・自分たちの作品、我が国や諸外

国の美術作品の鑑賞を通してよさ

などを友だちと話し合わせる。  
・鑑賞するときの視点やヒントな

ども与えながら、観ること気付く

ことの積み上げを図る。 
 

・感じたこと、想像したこと、見

たこと、伝え合いたいことを絵や

立体、工作に表す活動を通して感

じる力を育成する。  
・活動や表現方法に応じて材料や

用具を児童自ら選び活用できるよ

うに、教室環境や場の設定、材料

の渡し方を工夫する。  
・鑑賞活動の積み重ねで、自分や

友達との違いや美術作品のとらえ

方を広がるようにする。 
・前学年までに経験した表現・  
技術などを生かして活動出来るよ

う支援する。  
 
 
 

大西小  
・絵画・立体・工作・

鑑賞・造形遊び・共同

制作  
 
 
 
 
 

小学校３・４年生  ・進んで表現したり鑑賞したりす

る態度を育てるとともに、創り出

す喜びを味わうようにする。  
・自分の感覚や行為を通して形や

色などの感じに着目しながら、自

分らしく技能を働かせようとする

力 
 
 
 
 
 
 
 
 

・感じたこと、想像したこと、見

たことから、表したいことを見付

けて表す力を養う。  
・感じたことや思ったことを、友

人と話し合ったりすることで、い

ろいろな表し方や材料による感じ

の違いを感じ取らせる。 
・用具や素材の形状・種類だけで

なく、素材のしなやかさ・豊かさ

に子どもが触れられるようにす

る。  
・鑑賞をするときの視点やヒント

なども与えながら、観ること気付

くことの積み上げを図る。  
 
 
 

・表したいことや用途などを考え

ながら、形や色、材料などを生か

し、計画をたてるなどしてつくる

力を育成する。  
・既習の材料や用具を児童が活用

できるよう、教室環境や場の設定、

材料の渡し方を工夫する。  
・鑑賞活動の積み重ねで、自分や

友達との違いや美術作品のとらえ

方を広がるようにする。 
 
 
 

・絵画・立体・工作  
鑑賞・造形遊び・共同

制作  
 
 

小学校１・２年生  ・手や体全体の感覚などを働かせ

て、感じたこと、想像したことを

表す力や表したいことを工夫して

表す力  
 
 
 
 
 
 

・用具や材料を自分で選択して使

えるように計画をたてる。  
・いろいろな作品を鑑賞し、見方

感じ方を深め、作品を見て感じた

ことを話したり友達の考えを聞い

たりする  
 
 
 

・いろいろな材料や道具を手に取

りながら作りたいもののイメージ

をくらませる。  
・鑑賞の時間を設定し、観る視点

をわかりやすい言葉で与える。（お

さかなみにいく）  
・いろいろな用具や材料が活用で

きるよう、教室の環境や材料の用

意の仕方を工夫する。  
・作品をつくるときに見本をたく

さん用意し、考えを広げる。  
 

大四小  
・絵・立体・工作・造

形遊び・鑑賞  
 
・ 

 

【課題】感じる力の育成 


